
学校番号 2004 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

増進堂「NEW FLAG English 

CommunicationⅠ」 

東京書籍「コーパス 3000 3rd 

Edition」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「話すこと」「書くこと」｢聞くこと｣「読むこと」の４技能の力をつけるため、授業ではペアやグルー

プで言語活動を多く行います。間違いを恐れず積極的に取組みましょう。 

・授業のはじめに、予習(宿題)ができているか確認します。コミュニケーションに必要となる基本的な

語句や表現をしっかり覚えましょう。 

・音読活動は、英語を学習するのに大切な練習です。リズムやイントネーションに注意して、文の意味

も意識しながら何度も音読しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現基礎」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

基本的な語句

や表現を用い

て、事前に準

備した文を覚

えて発表でき

る 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

スピーチ 

 

英表基礎 

スピーチコ

ンテスト 

基本的な語句や表

現を用いて、趣味

や日常生活につい

ての文作ることが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

定期考査 

 

英表基礎 

定期考査 

ゆっくり繰り返

し発話される基

本的な語句を使

った英文の概要

を理解すること

ができる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

英表基礎 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

説明文や物

語文を読ん

で、その概要

を把握でき

る。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

定期考査 

音読ﾃｽﾄ 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「話すこ

と｣と｢書くこと｣の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる｢聞くこ

と｣と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

CHAPTER 1 

( 9 時間) 

 
大舞台で自
身を持って
英語を話す
二人の日本
人（本田圭
輔、佐藤真
海）につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 L 

聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けることができる。 

本田圭輔や佐藤真海につ

いての英文を聞き、要点

をまとめるワークを行う 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けることがで

きる。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 S 

リズムやイントネーシ

ョンなどの音声的な特

徴を捉えて音読するこ

とができる 

様々な形態での音読活動

を行う 
リズムやイントネー

ションなどの音声的

な特徴を捉えて音読

している 

生徒の様子を観察す

る 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取ることができる 

 

音声による英問英答
や True or False? に
答える 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取っている。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 S 

・リズムやイントネー

ションなどの音声的

な特徴を理解できる 

・SVC/SVO、現在形・

過去形、未来の表現

の用法を理解できる 

・様々な形態での音読活

動を行う 

・本文中で用いられてい

る文の意味や用法を確

認する 

・リズムやイントネー

ションなどの音声

的な特徴を理解し

ている 

・SVC/SVO、現在形・

過去形、未来の表現

の用法を理解して

いる 

・音読活動の様子を観

察する 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

考査の筆記テスト

において、知識が身

についているかを

判断する 

CHAPTER ２ 

( 9 時間) 

 
様々な方法
で世界一周
に挑戦した
冒険家たち
について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

間違いを恐れず、積極

的に情報について話す

ことができる 

 

様々な方法で世界一周に

挑戦した冒険家たちにつ

いての情報をワークシー

トにまとめ、それを参考

にしてペアで情報交換を

する 

間違いを恐れず、積極

的に情報について話

している 

 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語表現の能力」S 

単語の発音、リズムや

イントネーションなど

の音声的な特徴を捉え

て音読することができ

る 

様々な形態での音読活動

を行う 
単語の発音、リズムや

イントネーションな

どの音声的な特徴を

捉えて音読している 

音読テストを行う 

「外国語理解の能力」R 

様々な方法で世界一周

を試みた人たちの様子

についての英文を読ん

で，その内容を理解で

きる 

本文の内容に関する問題

を解き、全体の要旨を理

解しているか確認する。 

様々な方法で世界一

周を試みた人たちの

様子についての英文

を読んで，その内容を

理解している 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

第５文型，第４文型，

不定詞の名詞用法の用

法を理解する 

本文中で用いられている

文の意味や用法を確認す

る 

第５文型，第４文型，

不定詞の名詞用法の

用法を理解する 

 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

CHAPTER ３ 

( 9 時間) 

 
英語を音読
することの
脳科学的な
意義につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 S 

個人、ペアなどでの音

読に積極的に取り組む

ことができる 

 

様々な形態での音読活動

を行う 

個人、ペアなどでの音

読に積極的に取り組

んでいる 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語表現の能力」S 

適切な位置に区切りを

入れながら本文を朗読

できる 

英語を発話するときに、

気持ちを込めて音読する

ことの大切さを知って、

実際に発話する 

適切な位置に区切り

を入れながら本文を

朗読している 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語理解の能力」 R 

英語を音読することの

脳科学的な意義につい

ての英文を読んで，そ

の内容を理解できる 

本文の内容に関する問題

を解き、全体の要旨を理

解しているか確認する 

英語を音読すること

の脳科学的な意義に

ついての英文を読ん

で，その内容を理解し

ている 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 R 

動名詞，SVO（O ＝ 

that 節），比較級や to 

不定詞（副詞用法）の

用法を理解できる 

 

・本文中で用いられてい

る文の意味や用法を確

認する 

・言語の使用場面と働き

を意識した問題を解く 

動名詞，SVO（O ＝ 

that 節），比較級や to 

不定詞（副詞用法）の

用法を理解している 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 

CHAPTER ４ 

( 9 時間) 

 
海外の人々
の日本文化
についての
意見につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

個人、ペアなどでの音

読に積極的に取り組む 

 

様々な形態での音読活動

を行う 

個人、ペアなどでの音

読に積極的に取り組

んでいる 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語表現の能力」W 

名詞を修飾する節，形

容詞用法の to 不定詞，

現在完了，受け身を用

いた英文を書くことが

できる 

言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く 
名詞を修飾する節，形

容詞用法の to 不定

詞，現在完了，受け身

を用いた英文を書い

ている 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取ることができる 

 

音声による英問英答や

True or False? に答える 
語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取っている。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

海外の人々の日本文化

についての感想を理解

し，日本文化の良さを

再認識することができ

る 

 

４人の人物の日本文化に

ついての感想を表にまと

める 

海外の人々の日本文

化についての感想を

理解し，日本文化の良

さを再認識している 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

CHAPTER ５ 

( 9 時間) 

 
アイスクリ
ームの歴史
について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

間違いを恐れず、積極

的に情報や考えにつ

いて書くことができ

る 

アイスクリームの歴史に

ついての情報をワークシ

ートにまとめ、それについ

ての自分の意見を簡単な

表現を用いて書く 

間違いを恐れず、積極

的に情報や考えにつ

いて書いている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語表現の能力」S 

読んだ話について他

者に伝えることがで

きる 

アイスクリームの歴史に

ついての話を読んでメモ

を取り、それをもとに読ん

だ話をペアに伝える 

読んだ話について他

者に伝えている 
授業時間内で口頭発

表を実施し、相互に評

価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定し

ない） 

若者が用いる省略語に関

するワークシートを用い

てペアワークを行う 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」W 

〈SVO ＋ to 不定
詞〉，分詞の後置修
飾，〈It is ～（for 
－）＋ to 不定詞
…〉の用法を理解す
る 
 

・本文中で用いられている

文の意味や用法を確認

する 

・言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く 

〈SVO ＋ to 不定
詞〉，分詞の後置修
飾，〈It is ～（for 
－）＋ to 不定詞
…〉の用法を理解す
る 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 

CHAPTER ６ 

( 9 時間) 

 
ドイツの画
家デューラ
ーとその友
人のハンス
がいかにお
互いを大切
にして、友
情を育てた
か、につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

読んだ内容について、

間違いを恐れず、意見

や感想を述べようと

することができる 

デューラーとハンスの話

を読み、感想を話す 

読んだ内容について、

間違いを恐れず、意見

や感想を述べようと

している 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語表現の能力」S 

読んだ内容について、

間違いを恐れず、意見

や感想を述べること

ができる 

デューラーとハンスの話

を読み、感想を話す 

読んだ内容について、

間違いを恐れず、意見

や感想を述べようと

している 

ペアでの言語活動を

観察する 

 

「外国語理解の能力」R 

デューラーとハンス

ついての英文を読み，

その内容を理解でき

る 

本文の内容に関する問題

を解き、全体の要旨を理解

しているか確認する。 

デューラーとハンス

についての英文を読

んで，その内容を理解

している 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

SVO₁O₂（O₂=that 

節），形式主語 it（It is 

～ that 節），関係代

名詞 that，現在完了進

行形の用法を理解す

る 

・本文中で用いられている

文の意味や用法を確認

する 

・言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く 

SVO₁O₂（O₂=that 

節），形式主語 it（It is 

～ that 節），関係代

名詞 that，現在完了進

行形の用法を理解す

る 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

CHAPTER ７ 

( 9 時間) 

 
自 然 を 愛
し、困難を
ものともせ
ずに目標に
向かって進
む金城さん
が達成した
話について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けることができる 

まとまりのある英文を聞

き、メモを取る活動をす

る 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語表現の能力」S 

本文に関連したトピッ

クについて、自分の考

えや意見を述べること

ができる 

自分たちができるエコ活

動を考え、クラスメイト

に提案する 

本文に関連したトピ

ックについて、自分の

考えや意見を述べて

いる 

 

プレゼンテーション

を行う 

 

 

 

 

 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる 

まとまりのある英文を聞

き、メモを取る活動をす

る 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て内容を的確に聞き

取っている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「言語や文化についての知識・理解」R 

自然保護の重要性とそ

れを維持していく必要

性を再認識することが

できる 

本文の内容を読み取り、

その要約と感想を書く 

自然保護の重要性と

それを維持していく

必要性を再認識する

ことができる 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

CHAPTER ８ 

( 9 時間) 

 
日本語と英
語を、書道
を使ってみ
ごとにかけ
合わせた國
重さんの芸
実について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

互いに協力しながら、

質問したり意見を交換

したりすることができ

る 

 

自分の住んでいる所につ

いて簡単な表現を用いて

の対話をする 

互いに協力しながら、

質問したり意見を交

換したりしている 

 

・ペアでの言語活動を

観察する 

・ワークシート提出に

より、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語表現の能力」W 

本文の内容を英語で要

約して書くことができ

る 

穴埋め形式で要約文を完

成させる 

本文の内容を英語で

要約して書いている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現などの知識

を活用して内容を的確

に聞き取ることができ

る 

まとまりのある英文を聞

き、必要な情報を聞き取

る 

語句や表現などの知

識を活用して内容を

的確に聞き取ってい

る 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「言語や文化についての知識・理解」R 

「英漢字」とはどのよ

うなものかを理解でき

る 

本文の内容に関する問題

を解き、全体の要旨を理

解しているか確認する 

言語の違いを理解す

るための文化的背景

を理解している 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

CHAPTER ９ 

( 9 時間) 

 
火星への移
住計画につ
いて 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや未

知の語句があっても、

推測するなどして読み

続けることができる 

ワークシートを用いて本

文の概要を把握する 

理解できないことや

未知の語句があって

も、推測するなどして

読み続けている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語表現の能力」S 
本文に関する英語の質

問に対して柔軟に答え

ることができる 

質問を考え、ペアの相手

に質問し、ペアの相手は

その質問に答える 

本文に関する英語の

質問に対して柔軟に

答えている 

ペア活動の様子を観

察する 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取ることができる 

 

音声による英問英答
や True or False? に
答える 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て、内容を的確に聞き

取っている。 

・生徒の様子を観察す

る 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「言語や文化についての知識・理解」S 

as if ～，仮定法過去，

関係副詞 why，仮定法

過去完了の用法を理解

することができる 

・本文中で用いられてい

る文の意味や用法を確

認する 

・言語の使用場面と働き

を意識した問題を解く 

・「話すこと」の言語

活動に用いられてい

る語句や文法事項な

どについての知識を

身につける 

・仮定法過去の使い方

を理解している 

言語の使用場面と働

きを意識した定期考

査の筆記テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する 

CHAPTER10 

( 10 時間) 

 
 
「マンガの
神様」と呼
ばれた手塚
治虫の人生
哲学につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

うまく表現できないこ

とがあっても、既知の

語句や表現を用いるな

どして書き続けること

ができる 

本文を読んで感じたこと

を基本的な語句や表現を

用いて書く 

うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用い

るなどして書き続け

ている 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語表現の能力」W 

本文に関連したトピッ

クについて、まとまり

のある英文を書くこと

ができる 

手塚治虫役と記者役のイ

ンタビューの原稿を作成

する 

本文に関連したトピ

ックについて、まとま

りのある英文を書く

ことができる 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

 

「外国語理解の能力」R 

語句や表現などの知識

を活用して内容を的確

に読み取ることができ

る 

まとまりのある英文を読

んで、必要な情報を読み

取る 

語句や表現などの知

識を活用して内容を

的確に読み取ること

ができる 

初見の文章を読む筆

記テストにおいて判

断する 

「言語や文化についての知識・理解」W 

「書くこと」の言語活

動に用いられている語

句などの知識を身につ

ける 

本文の内容について自分

の意見を書く 

 

「書くこと」の言語活

動に用いられている

語句などの知識を身

につけている 

定期考査の筆記テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する 


